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ユン・イサン
グリッセ （1970）
Isang Yun: Glissées

細川俊夫
小さな歌 （2012）
Toshio Hosokawa: Small Chant

ペンデレツキ
チェロのための組曲 （1994~2013）
Penderecki: Suite for Violoncello solo

ペンデレツキ
ジークフリート・パルムのためのカプリッチョ （1968）

Penderecki: Capriccio per Siegfried Palm

尾高惇忠
独奏チェロのための 《瞑想》 （1982/2008）
Atsutada Otaka: “Meisô” pour violoncello seul

ブリテン
無伴奏チェロ組曲第1番 Op.72 （1964）
Britten: Suite for Violoncello No.1 Op.72
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開演 トッパンホール

発売：11月15日水［ 会員：11月11日土 ]
全席指定 5,000円 ／ U-25 2,500円
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チケットぴあ t.pia.jp［Pコード 253-601］／イープラス eplus.jp
ローソンチケット l-tike.com［Lコード 35243］

　2017年エリザベート王妃国際音楽コンクールで2位に入賞、その後大活

躍を続ける岡本侑也は、初登場以来これまでトッパンホールで数々の名演

奏を披露してきました。特に、2021年の無伴奏リサイタルでは、日本を

代表する現代作曲家である藤倉大がトッパンホール開館15周年を記念し

て書き上げた「飛び切り難しいソロ・チェロのための作品」《osm》をハ

イライトに、無伴奏チェロのための名作をズラリと並べたプログラムを成

功させ、聴衆の度肝を抜き、並みいる同世代の俊英の中でも格の違いを見

せつけた忘れられないステージとなりました。その後岡本は、活躍の場を

一段と広げ、ツィメルマンの高い評価も得て、ソロのみならずツィメルマ

ンらとのピアノ・クァルテットで、ウィーンのムジークフェライン公演を

はじめとする各国へのツアーを展開、さらにはエベーヌ弦楽四重奏団との

共演など華々しい活躍を続けています。そんな中でのリサイタル、岡本は

再び無伴奏リサイタルに狙いを定め、あっというようなプログラムを組ん

できました。

　ポーランドを代表する現代作曲家であるクシシュトフ・ペンデレツキの

作品を冒頭と終曲に置き、日本、アジアの巨匠の粒ぞろいの傑作に、現代

の古典ともいうべきブリテンの名作を並べた意欲的にして異色のプログラ

ムがそれです。ブリテンの無伴奏組曲、冒頭のペンデレツキ《ジークフ

リート・パルムのためのカプリッチョ》、そしてユン・イサンの作品以外

はなかなか耳にすることのない作品が並びます。有名な無伴奏作品に敢え

て背を向け、果敢にチェロが秘めた無限の可能性を示す作品を並べ、自身

の成熟とチェロレパートリーの拡大に挑む岡本侑也。何もないまっさらな

舞台で、チェロの本質と奥深さ、その魅力の真髄に迫る渾身の一夜にご参

集ください。
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